
 

 

 

Eメール  u-nagasaki@ yuseiunionkyusyu.jp ホームページ http://www.yuseiunionkyusyu.jp 

郵政ユニオン長崎の 

ホームページはこちら☞ 

 

 

仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

 

な
く
そ
う
差
別
！
運
転
免
許
証
の
本
籍
地
記 

仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
立
場
の
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

期
間
雇
用
社
員
の
希
望
者
全
員
の
正
社
員
化
を
。 

め
ざ
せ
、
均
等
待
遇
、
な
く
そ
う
差
別
！ 

ユ
ニ
オ
ン
は
労
契
法
裁
判
に
勝
利
す
る
ぞ
！ 

 Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
！

 
未
来
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
見
れ
ま
す
。
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ユ
ニ
オ
ン
長
崎
で
検
索
！

 

  
 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
年
も
８
月
６
日
広
島
、

９
日
長
崎
の
原
爆
忌
を
迎
え

ま
す
。
７
８
年
前
の
夏
、
広

島
・
長
崎
で
何
が
起
き
た
の

か
、
原
爆
投
下
に
よ
っ
て
犠

牲
に
な
っ
た
人
々
を
悼
み
、

彼
ら
の
苦
し
み
を
忘
れ
な
い

こ
と
が
大
切
で
す
。 

昨
年
２
月
の
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
、
１

年
半
近
く
が
経
と
う
と
し
て

い
ま
す
。
核
兵
器
の
使
用
も

ち
ら
つ
か
せ
る
ロ
シ
ア
で
す

が
、
未
だ
解
決
の
糸
口
さ
え

定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
中
、
多
く
の
市
民
が
今
も

恐
怖
の
中
で
の
暮
ら
し
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ロ
シ
ア
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
を
や
め
さ
せ
、
ク
リ
ミ
ア

半
島
な
ど
占
領
地
か
ら
撤
退

さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

平
和
を
求
め
る
世
界
の

人
々
と
協
力
し
、
核
兵
器
の

廃
絶
と
世
界
恒
久
平
和
の
実

現
を
訴
え
続
け
て
い
き
ま
し

ょ
う
。 

郵
政
ユ
ニ
オ
ン
は
平
和
運

動
・
平
和
活
動
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。 

支
部
も
「
８
・
８
平
和
を

考
え
る
長
崎
集
会
」
の
開
催

や
「
ピ
ー
ス
サ
イ
ク
ル
」
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

今
夏
の
平
和
行
動
は 

〇
８
月
５
日 

非
核
平
和
行
進 

〇
８
月
５
日
・
６
日 

広
島
平
和
行
動 

〇
８
月
７
・
８
日 

ピ
ー
ス
サ
イ
ク
ル 

長
崎
ル
ー
ト 

〇
８
月
８
日 

第
２
４
回 

８
．
８
平
和
を

考
え
る
長
崎
集
会 

〇
８
月
７
～
９
日 

 
 
 
 

原
水
禁
長
崎
大
会 

と
続
き
ま
す
。 

 
 

特
に
ピ
ー
ス
サ
イ
ク
ル
長

崎
ル
ー
ト
と
８
・
８
平
和
を

考
え
る
長
崎
集
会
は
４
年
ぶ

り
の
開
催
と
な
り
ま
す
。 

 

支
部
か
ら
５
名
が
参
加
予

定
の
非
核
平
和
行
進
や
、
同

じ
く
３
名
が
参
加
す
る
ピ
ー

ス
サ
イ
ク
ル
は
酷
暑
の
中
で

の
、
ま
さ
に
体
を
張
っ
た
訴

え
に
な
り
ま
す
。
完
走
が
目

当
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
無

理
を
せ
ず
楽
し
く
行
っ
て
欲

し
い
と
願
い
ま
す
。 

 

ピ
ー
ス
サ
イ
ク
ル
の
到
着

集
会
か
ら
発
展
し
た
８
・
８

平
和
を
考
え
る
長
崎
集
会
は

２
４
回
目
の
開
催
と
な
り
ま

す
。
集
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
再
び
ア
ジ
ア
に
銃
を
向
け

な
い
」
で
す
。 

岸
田
首
相
は
「
国
家
安
全

保
障
戦
略
」
な
ど
防
衛
３
文

書
を
改
定
し
、
敵
基
地
攻
撃

な
ど
を
行
え
る
「
反
撃
能
力
」

を
保
有
す
る
方
針
を
決
定
し

ま
し
た
。 

戦
争
は
互
い
の
不
信
感
か

ら
始
ま
る
と
さ
れ
ま
す
。
軍

備
増
強
は
平
和
と
は
相
い
れ

ま
せ
ん
。
相
互
理
解
を
進
め

軍
拡
の
道
を
止
め
さ
せ
る
こ

と
が
平
和
へ
の
一
歩
で
す
。 

 

こ
の
集
会
は
支
部
が
主
催

し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
ま
す
。 

 

 

全労協・郵政産業労働者 

ユニオン長崎中郵支部 

機関紙「みらい」 

ＮＯ．４３７１ 

`23 年８月４日（金） 

℡･Fax 095-828-1953 

  文責 支部書記長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期間雇用パート労働者の皆さん! 困リごとは職場の郵政ユニオンへご相談を。      

1 集-海江田, 2 集-向井, 3 集-山田, 支部・分会の役員へ。        

第２４回 ８．８平和を考える長崎集会 のご案内 

 

昨年２月２４日、ロシアがウクライナに軍事侵攻してから１年３か月が経過しまし

た。この間バフムートなど戦場となった多くの町が攻撃・破壊されました。また首都キ

ーウなどへのミサイルによる無差別攻撃も続けられ、国際人道法に反する戦争犯罪行為

が繰り返され犠牲者は増え続けています。 

ロシアはウクライナ侵攻をやめ、ただちに撤退せよ！ 

岸田首相は昨年 12 月、2023 年度から 5 年間の防衛費について総額でおよそ 43 兆円

程度とし、2027年度に GDPの 2％に達する予算措置を講じる方針を示しました。また「国

家安全保障戦略」など防衛３文書を改定し、敵基地攻撃など「反撃能力」を保有する方

針を決定しました。「専守防衛」を掲げる日本は、これまで他国の領土に届く攻撃的な

武器の配備などを行ってきませんでしたが、歴史的な方針転換を図ったといえます。 

この首相・政府の考えは、憲法９条とは相いれないものです。軍備増強・基地強化で

は平和は守られません。ロシアの侵攻でも基地や軍事施設が一番に攻撃されました。ま

た第二次世界大戦・沖縄戦でも明らかなように軍隊は市民を守りません。日本は非軍事

で国際貢献し信頼を得てきました。いまこそ平和憲法をいかし平和に貢献する時です。 

「８．８平和を考える長崎集会」では「ピースリンク広島・呉・岩国」世話人の新田

秀樹氏から「今だから基地を問う！基地は平和をもたらすのか？」を演題に、日本と在

日米軍の基地や軍隊の状況を説明頂き、基地と平和について学習したいと思います。 

お誘いあわせの上、ご参加ください。ご案内申し上げます。 

 

                記 

 

日時    ２０２３年８月８日（火） １８：００～ 

場所    長崎市桜町９－６ 勤労福祉会館３Ｆ大会議室 

講師    新田秀樹氏 （ピースリンク広島・呉・岩国世話人） 

演題    「今だから基地を問う！基地は平和をもたらすのか？」 

 


